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【公開番号】特開2005-99772(P2005-99772A)
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【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｋ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６７０Ｋ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月6日(2008.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査線と、
　複数のデータ線と、
　前記複数のデータ線と交差する方向に延在する複数の電源線と、
　前記複数の走査線と前記複数のデータ線との交差に対応して設けられた複数の画素回路
と、を含み、
　前記複数の電源線のうちの一の電源線には、前記複数の画素回路のうち、前記複数の
データ線のうちの一のデータ線に沿って隣り合うように配置された第１の画素回路及び第
２の画素回路が接続されていることを特徴とする電気光学装置。
【請求項２】
　前記複数の電源線のうち隣り合う２つの電源線の一方の電源線の電圧値の経時変化は、
当該２つの電源線の他方の電源線の電圧値の経時変化に対して所定時間分シフトしている
ことを特徴とする請求項１に記載された電気光学装置。
【請求項３】
　前記複数の画素回路の各々は、
　前記複数のデータ線の一つのデータ線を介して供給されたデータ電流またはデータ電圧
に応じた電荷を保持するキャパシタと、
　前記キャパシタに保持された前記電荷に基づいて導通状態が設定される駆動トランジス
タと、
　前記導通状態に応じて輝度が設定される電気光学素子とを有することを特徴とする請求
項１または２に記載された電気光学装置。
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【請求項４】
　前記２つの電源線のうちの一方の電源線は、前記駆動トランジスタの一方の端部に接続
されて２つの電源線のうちの他方の電源線は、前記駆動トランジスタの他方の端部と前記
電気光学素子との間のノードに接続されていることを特徴とする請求項２に記載された電
気光学装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の電気光学装置を備えた電子機器。
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